
「土曜ミニミニガイド」

「植物園ガイド」が植物案内！
～見どころ案内・魅力解説・楽しさ倍増！～

①７名以上のｸﾞﾙｰﾌﾟや団体で来園される方を対象

② 申込は希望日の10日前までに。（要相談）
③ ガイドは1時間程度。（無料）

* 申込先：京都府立植物園 TEL  075-701-0141 

ほっこり ウィークリー
（毎週金曜日発行）

５６号
２０２１
６.２５

京都府立植物園
〒６０６-０８２３ 京都市左京区下鴨半木町

TEL 075-701-0141   FAX 075-701-0142

http://www.pref.kyoto.jp/plant/

※年間パスポート好評発売中
・１年間、何度でもご利用いただけるお得なチケットです！

大人1000円 高校生750円

・入園門でご購入いただけますので是非お買い求めください。

※温室観覧料は別途必要となります。

植物園ＨＰ！
京都府立大学との共同により、ス

マホを使って園内の自分の位置が確
認できる『スマホdeガイド』を作

成！ ‘おすすめ樹木めぐり’‘お
すすめエリアガイド’などをスマホ
で確認し、植物観察！

ＱＲコードをｽﾏﾎで

読み込み、「位置

情報を利用する」

に設定！

スマホdeガイド

入園無料！

毎週土曜日は・・・

「副園長のほっこりガイド」

７月１８日（日）何処を歩くかはお楽しみ！

植物園会館前集合：午後２時スタート！ 植物園芸相談
■毎週日曜日 午前９時～正午、午後１時～午後４時
■電話０７５－７０１－０１４１

技術課職員が植物解説！

植物園会館前集合：午後１時スタート！

園内で野鳥の死骸を発見されましたら、鳥インフルエンザの疑いもありますので絶対に触らずに職員や各門へお知らせください。

行事予定と今週ぜひ観ていただきたい植物の情報をお届けします！
※ ※休園日は、年末年始（12/28～1/4）だけです。

※ 京都府立植物園公式ツイッターアカウント始めました！見頃の植物情報を中心につぶやいています。

「水曜ミニガイド」 植物園認定ｶﾞｲﾄがご案内！
※当面の間 水曜ミニガイドは中止させていただきます。

第４７回 サボテン展
○期間：6月25日（金）～6月27日（日）
○場所：植物園会館1階展示室 ＊テーマ「白いサボテン」

○内容：サボテン、多肉植物約300鉢を展示（販売あり）

◆6／27（日）サボテン展 関連講習会
植物園会館2階研修室 13:30～15:00（受付13:00～）

「シャボテンの栽培法」 ＊定員：先着60名
講師：竹内宏光氏（京都シャボテンクラブ会長）

アートボトル講習会（４） 募集中！！

７／８（木） 経験者の部 10:00～12:00
初心者の部 13:30～15:30

★山野草アートボトル同好会が作り方を指導 ★定員：各10名
★参加費：3,000円（別途、入園料が必要）
★事前申込：往復ハガキに講習会名、受講希望の回・部、住所、氏名、
電話番号を明記 ★〆切：7/6（火）★会場：植物園会館2階研修室

第19回 富貴蘭展
○期間：7月2日（金）～7月4日（日）
○場所：植物園会館1階展示室
○内容：富貴蘭約200点を展示（販売あり）

◆7／4（日）富貴蘭展 関連講習会
植物園会館2階多目的室 13:30～15:00（受付13:00～）

「富貴蘭の育て方（仮）」

夏の早朝開園
○7月9日（金）～7月11日（日）
○7月22日（木祝）～8月15日（日）

＊ 7:30から開園します
○朝顔展（7/30～8/3）開催中は

＊ 7:00から開園します
★涼しい早朝の植物園をお楽しみください!!

第９回 観蓮会 ～蓮を楽しむ3日間～
○期間：7月9日（金）～11日（日）
○場所：四季 彩りの丘

＊7:45～ 受付開始（各日定員：先着30名）
＊8:00～8:45 ハスを案内

○内容：（9日）金子明雄元園長による案内
（10、11日）企画係職員による案内
＊花ハスと碗蓮約200鉢を展示

※体験イベントは新型コロナウイルス感染予防のため中止

夏休みクラフトアート教室
○日程：7月21日（水）、22日（木祝）
【午前の部】10:00～12:00
【午後の部】13:30～15:30

○場所：植物園会館1階展示室
○内容：「モザイクタイル」（ミニ植木鉢）

「ミニチュアで作る緑の窓辺」
「シャドーボックスで飾る壁飾り」
「フォークアート」「花模様の逆さ独楽（こま）」

「アロマワックスサシェ」
「カメリアで飾る花柄ウエットティッシュケース」

○申込み：当日受付（小学生以上）
※詳しくは、ホームページを確認してください。

ホームページ
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今週の「探して！」
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５６号

⑫アリストロキア・トリカウダタ
ウマノスズクサ科。メキシコ原産。
花のように見える部分はガクで、3
方に裂けて、その先端部が尾状に
約10cm垂れ下がるのが特徴。そ
のことから、種小名のトリカウダタは、
ギリシャ語で「3つの尾状のもの」と
いう意味から付けられた。

①アジサイ
アジサイ科。原種は日本に自生す
るガクアジサイ。花弁のように見え
るのは萼片（がくへん）で青系から
紫、赤まで多様な色の品種がある。
花色は土壌のpH値などに大きく左
右され、アルカリでは赤色に、酸性
では青色になる傾向がある。

②アガパンサス
ヒガンバナ科。南アフリカ原産。別
名「アフリカンリリー」と呼ばれるほ
か、君子蘭に似ていることから「紫
君子蘭（ムラサキクンシラン）」とい
う和名もある。ギリシャ語で愛を意
味する「agape」と、花を意味する
「anthos」が名前の語源。

⑪ハナイカダ
ハナイカダ科。日本各地と中国に
分布。雌雄異株（雌雄の株が異な
る）。葉の上に花が咲き、果実が実
ることが特徴。葉の上に乗っている
花や果実の姿を筏（いかだ）乗りに
見立ててその名が付いた。果実は
黒く熟す。

⑩フトモモ
フトモモ科。熱帯アジア原産。花
は芳香があり、白色から緑白色で
直径約4cm、外に突き出た多くの
雄しべが目立つ。果実は4～5cm
の洋ナシ状となり、開花後2～3ヶ
月で熟す。果実はバラのような香り
があり、英名はrose apple。

⑨カンナ
カンナ科。熱帯アメリカ原産。観賞
用のものはハナカンナと呼ばれ、ト
ロピカルな雰囲気の花を夏から秋
遅くまで観賞することができる。熱
帯が原産のため、冬には地上部
は枯れてしまうが、地中にショウガ
に似た根茎を残す。

⑦ベニヒモノキ
トウダイグサ科。西インド諸島やマ
レー半島に分布。枝の上部の葉
の付け根から紅色の小さな花が密
に集まった長さ20～50cmの花穂を
出す。赤い花穂が垂れ下がってい
る姿が赤いヒモのように見えること
から和名が付いた。

⑥ハンゲショウ
ドクダミ科。本州以南、朝鮮半島
～中国の水辺や湿地に自生。花
穂の基部の葉が白く脱色し、花を
目立たせている。和名は夏至の11
日後の「半夏生（はんげしょう）」に
花が咲くことや、葉が緑を少し残し
て白くなる「半化粧」に由来。

③ノウゼンカズラ
ノウゼンカズラ科。中国中部～南
部に分布。日本には平安時代に
渡来した。一つの花の開花期間は
短いが、夏の間は次々と新しい大
輪を咲かせ続ける。花は落下した
後も色あせず、美しい状態がしば
らく続く。

④ヘメロカリス
ワスレグサ科。原種はアジア東部
が原産。日本にはノカンゾウやヤ
ブカンゾウなどが自生し、古くから
親しまれてきた。英名はデイリリー
（day lily）で、花は一日花だが、1
本の花茎にたくさんの花を咲かせ、
長期間楽しむことができる。

⑤アーティチョーク
キク科。地中海沿岸原産。和名で
は「チョウセンアザミ（朝鮮薊）」と呼
ばれる。欧州や米国では若いつぼ
みを食用としている。元は野生の
アザミであったが、古代ギリシャ・
ローマ時代以降、品種改良が進ん
で今日の姿となった。

②

賀茂川門 北山門

正門

北
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写真はコチラ！
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⑧パッシフロラ
トケイソウ科。属名のパッシフロラ
はラテン語で「受難の花」を意味し、
花の形を十字架にかけられたキリ
ストに見立てて付けられた。また、
三分裂した雌しべが時計の針のよ
うに見えるため、日本では「トケイソ
ウ」と呼ばれることが多い。

観覧温室
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